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口
腔
機
能
低
下
症

７
つ
の
検
査
方
法
学
ぶ

署
名
推
進
・
被
災
状
況
を
討
議

９月生涯研修講座

第18回
理事会

　

協
会
は
「
口
腔
機
能
管
理

に
必
要
な
基
礎
知
識
―
口
腔

機
能
低
下
症
に
関
す
る
７
つ

の
検
査
方
法
」
を
テ
ー
マ
に

高
橋
一
也
氏
（
大
阪
歯
科
大

学
主
任
教
授
）
を
講
師
に
生

涯
研
修
講
座
を
９
月
30
日
に

開
催
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
高
齢
社
会

の
到
来
を
迎
え
健
康
長
寿
社

会
の
実
現
が
大
き
な
課
題
と

　

協
会
は
13
日
、
第
18
回
理

事
会
を
開
き
、
診
療
報
酬
改

善
対
策
、「
み
ん
な
で
ス
ト

ッ
プ
患
者
負
担
増
」
署
名
と

ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
の
取
り
組
み

を
中
心
と
す
る
運
動
対
策
を

中
心
に
討
議
し
た
。

　

今
次
診
療
報
酬
改
定
は
、

施
設
基
準
が
複
雑
化
し
点
数

の
仕
組
み
が
よ
く
分
か
ら
な

い
、
算
定
ル
ー
ル
が
難
し
く

な
っ
た
と
い
う
会
員
の
声
が

多
い
。
協
会
は
７
月
に
実
施

し
た
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分

析
し
、
診
療
報
酬
改
善
に
つ

な
げ
て
い
く
。

　

９
月
か
ら
12
月
ま
で
取
り

組
む
「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ

患
者
負
担
増
」
署
名
は
患
者

の
署
名
へ
の
関
心
を
高
め
よ

う
と
、
豪
華
景
品
が
当
た
る

「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
私
た
ち

の
医
療
」
と
セ
ッ
ト
で
推
進

し
て
い
る
。
理
事
会
で
は
署

名
目
標
２
万
筆
、
会
員
参
加

率
20
％
に
設
定
し
た
。
理
事

会
は
全
体
の
４
分
の
１
に
あ

た
る
５
千
筆
を
目
標
と
し
、

理
事
会
前
に
は
、
な
ん
ば
の

百
貨
店
前
で
の
街
頭
宣
伝
に

取
り
組
ん
だ
。

　

ま
た
地
震
、
豪
雨
、
台
風

被
害
に
遭
わ
れ
た
会
員
を
順

次
訪
問
し
て
い
る
。
お
見
舞

い
金
を
支
給
す
る
た
め
積
立

金
の
一
部
取
り
崩
し
や
規
程

の
整
備
な
ど
を
決
め
た
。

　

会
務
運
営
で
は
、
評
議
員

会
・
総
会
運
営
の
改
善
に
つ

い
て
協
議
、
今
後
も
検
討
し

て
い
く
。

な
っ
て
い
る
。
歯
科
分
野
で

は
、
今
次
診
療
報
酬
改
定
で

「
口
腔
機
能
低
下
症
」
が
保

険
収
載
さ
れ
、
従
来
か
ら
の

「
形
態
の
回
復
」
か
ら
「
機

能
の
維
持
・
管
理
」
が
意
図

さ
れ
て
い
る
。

　

講
演
の
前
半
で
は
、
千
葉

県
の
柏
ス
タ
デ
ィ
ー
の
取
り

組
み
を
例
に
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に

つ
い
て
、
後
半
は
保
険
収
載

さ
れ
た
「
口
腔
機
能
低
下

症
」
の
特
徴
、
検
査
、
診

断
、
管
理
に
つ
い
て
具
体
的

に
動
画
を
交
え
て
解
説
、
摂

食
機
能
訓
練
や
チ
ェ
ア
ー
サ

イ
ド
で
の
訓
練
に
つ
い
て
も

説
明
が
あ
っ
た
。

　

近
年
は
、
口
腔
の
健
康
が

全
身
の
健
康
に
つ
な
が
る
と

い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
お

り
、
口
か
ら
食
べ
る
支
援
を

期
待
さ
れ
て
い
る
と
し
、
歯

科
医
師
は
口
腔
機
能
低
下
に

影
響
を
及
ぼ
す
生
活
状
況
の

把
握
な
ど
の
管
理
が
重
要
と

話
さ
れ
た
。

 

（
高
石
市
・
兵
頭
正
道
）

　

当
院
で
は
採
用
に
あ
た
り

適
性
な
ど
を
見
る
た
め
の
試

用
期
間
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
試
用
期
間
中
や
試
用
期

間
満
了
時
に
解
雇
で
き
ま
す

か
？ 

（
40
代
・
男
性
）

解
約
権
留
保

　

試
用
期
間
の
法
的
性
格
に

つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
、
最
高
裁
判

例
（
三
菱
樹
脂
事
件
―
最
大

判
）
は
解
約
権
留
保
付
の
労

働
契
約
の
成
立
と
し
て
い
ま

す
。
試
用
期
間
中
は
解
雇
権

が
本
採
用
よ
り
広
範
に
留
保

さ
れ
て
い
る
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
同
時
に
客
観
的

に
合
理
的
な
理
由
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

試
用
期
間
中
の
解
雇
に
つ

い
て
は
、
最
初
の
14
日
以
内

（
暦
日
を
い
い
、
実
労
働
日

理
由
が
必
要
で
す
。

期
間
延
長

　

業
務
の
適
性
に
疑
問
、
不

安
が
残
る
た
め
試
用
期
間
を

延
長
し
た
い
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ

の
旨
の
規
定
を
定
め
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
解
雇
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
に
、
正
確

に
、
想
定
で
き
る
事
項
を
網

羅
し
、
よ
く
説
明
し
て
お
く

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
指
導
期
間

　

試
用
期
間
は
、
採
用
し
た

職
員
の
適
性
、
技
能
、
勤
務

態
度
、
協
調
性
等
を
み
て
、

本
採
用
に
す
る
か
ど
う
か
を

決
定
す
る
期
間
で
す
。
こ
こ

で
大
切
な
こ
と
は
、
業
務
適

格
性
を
判
断
す
る
た
め
に

も
、
こ
の
期
間
中
に
、
到
達

し
て
ほ
し
い
業
務
水
準
、
勤

務
態
度
等
に
つ
い
て
、
目
標

を
明
確
に
提
示
し
援
助
す
る

こ
と
で
す
。
こ
の
期
間
は
集

中
し
た
教
育
指
導
期
間
と
言

え
ま
す
。

　

ま
た
こ
こ
で
大
切
な
こ
と

は
、
新
し
い
職
員
を
採
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
輩
職

員
へ
の
刺
激
と
な
り
、
ま
た

後
輩
に
教
え
る
こ
と
に
よ
る

成
長
等
で
、
職
員
全
体
の
レ

ベ
ル
が
向
上
す
る
よ
う
に
持

っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

 

（
社
労
士
・
桂
好
志
郎
）

数
で
は
な
い
）
で
あ
れ
ば
、

労
基
法
第
20
条
で
定
め
ら
れ

て
い
る
解
雇
予
告
手
続
き
を

と
る
こ
と
な
く
即
時
に
解
雇

で
き
ま
す
が
、
14
日
以
内
で

あ
れ
ば
何
の
理
由
も
な
く
使

用
者
の
都
合
で
自
由
に
解
雇

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
な
く
、
正
当
な

第５回 試用期間

解雇には合理的な
理由が必要　　　
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社労士が解決！

身近な
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診療所

歯科

調剤薬局

な
り
、
医
療
保
険
財
源
を
圧

迫
す
る
。
１
兆
円
は
歯
科
医

療
費
全
体
の
約
３
分
の
１
に

当
た
る
。
日
本
の
薬
剤
は
、

そ
も
そ
も
の
薬
価
が
高
す
ぎ

る
。
ま
た
、
薬
価
決
定
プ
ロ

セ
ス
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

で
あ
る
事
も
問
題
だ
。

　

安
倍
政
権
は
、
薬
価
引
き

下
げ
で
生
ま
れ
た
財
源
を
診

療
報
酬
本
体
の
改
善
に
当
て

ず
、
社
会
保
障
費
削
減
に
利

用
し
て
い
る
。
高
薬
価
構
造

を
是
正
し
、
生
ま
れ
た
財
源

を
手
当
て
す
れ
ば
、
医
療
改

善
は
十
分
に
可
能
だ
。

Ａ　

国
際
的
に
高
い
日
本
の

薬
価
を
正
せ
ば
医
療
保
険
制

度
の
改
善
は
可
能
。

　

２
０
０
０
年
か
ら
の
医
療

費
の
伸
び
を
比
較
す
る
と
診

療
所
で
１
・
２
兆
円
、
歯
科

で
０
・
３
兆
円
、
調
剤
薬
局

は
４
・
７
兆
円
増
だ
。

　

大
幅
な
価
格
引
き
下
げ
で

話
題
と
な
っ
た
オ
プ
ジ
ー
ボ

は
、
保
険
収
載
当
初
の
価
格

が
イ
ギ
リ
ス
の
約
５
倍
、
ア

メ
リ
カ
の
２
・
５
倍
と
破
格

だ
っ
た
（
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
調
査
）。
こ
う
し
た

超
高
額
薬
剤
は
、
単
剤
で
も

１
兆
円
を
超
え
る
薬
剤
費
と

Ｑ　

高
過
ぎ
る
薬
価
を
引
き

下
げ
社
会
保
障
財
源
に
と
の

主
張
を
耳
に
す
る
が
。

教えて！

財
源
問
題

財
源
問
題

社
会
保
障

社
会
保
障

Ｑ 日本の薬価は高いのか？

入院外（外来・調剤薬局）医療費の推移

府
補
正
予
算

　

大
阪
府
北
部
地
震
と
台

風
21
号
に
よ
る
被
災
後
初

と
な
る
大
阪
府
議
会
が
９

月
26
日
か
ら
12
月
19
日
の

予
定
で
開
か
れ
て
い
る
。

焦
点
は
府
民
の
生
活
再
建

支
援
に
尽
き
る
が
、
松
井

一
郎
府
知
事
が
提
出
し
た

補
正
予
算
案
か
ら
は
抜
本

的
な
対
策
は
見
え
な
い
。

　

府
は
地
震
や
台
風
被
害

か
ら
の
復
旧
費
用
な
ど
と

し
て
、
一
般
会
計
で
１
０

３
億
４
７
０
０
万
円
を
増

額
計
上
し
た
。
そ
の
内
訳

は
公
共
施
設
の
復
旧
・
安

全
対
策
関
連
に
73
億
円
、

被
災
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
撤

去
・
再
建
費
に
20
億
円
を

充
て
る
な
ど
補

正
予
算
の
大
半

を
占
め
た
。

　

被
災
住
民
向

け
に
は
、
▽
災
害
弔
慰
金

の
支
給
２
０
６
３
万
円
▽

精
神
的
ケ
ア
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
へ
の
臨
床
心
理

士
の
派
遣
費
用
97
万
円
―

―
だ
け
で
、
の
べ
10
万
６

千
件
を
超
す
一
部
損
壊
被

災
者
に
対
す
る
生
活
再
建

支
援
は
盛
り
込
ま
れ
な
か

っ
た
。
豪
雨
被
害
を
受
け

た
岡
山
県
が
独
自
予
算
で

災
害
見
舞
金
を
計
上
し
た

の
と
は
対
照
的
で
、
被
災

者
の
切
実
な
声
に
背
を
向

け
る
姿
勢
が
際
立
っ
て
い

被
災
者
も
少
な
く
な
い
。

府
は
住
民
の
苦
難
に
寄
り

添
い
、
早
急
に
再
建
で
き

る
よ
う
補
助
金
を
補
正
予

算
に
計
上
す
べ
き
だ
。

　

市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
、

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で

請
の
あ
っ
た
４
千
件
超
の

保
険
料
を
２
年
間
半
額
に

す
る
な
ど
、
生
活
再
建
の

大
き
な
力
に
な
っ
て
い

る
。
府
は
行
政
の
果
た
す

べ
き
役
割
の
大
き
さ
を
改

め
て
認
識
す
べ
き
だ
。

建
物
の
修
繕
や
設
備
の
修

理
・
購
入
な
ど
に
対
す
る

「
診
療
機
能
回
復
費
補
助

金
」
の
創
設
を
求
め
た
。

同
補
助
金
は
東
日
本
大
震

災
時
、
国
の
支
援
が
受
け

ら
れ
な
い
医
療
機
関
に
対

し
岩
手
県
が
独
自
に
つ
く

っ
た
制
度
だ
。
府
の
権
限

で
対
応
で
き
る
問
題
だ
。

　

協
会
は
今
後
、
要
望
書

を
基
に
府
と
直
接
交
渉

し
、
被
災
住
民
・
医
療
機

関
の
声
を
届
け
て
制
度
の

実
現
を
強
く
求
め
て
い

く
。
被
災
者
に
「
自
己
責

任
」
を
押
し
付
け
る
府
の

姿
勢
が
厳
し
く
問
わ
れ
て

い
る
。

も
地
域
住
民
の
生
活
支
援

を
第
一
に
対
応
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
地
震
の

被
害
が
集
中
し
た
高
槻
市

で
は
一
部
損
壊
世
帯
の
住

宅
修
理
に
支
援
金
制
度
を

創
設
。
さ
ら
に
国
保
料
の

減
免
制
度
を
活
用
し
、
申

　

協
会
は
今
年
度
の
大
阪

府
交
渉
の
要
望
書
で
、
自

然
災
害
対
策
を
一
つ
の
柱

に
据
え
た
。
す
べ
て
の
被

災
者
を
対
象
に
し
た
府
独

自
の
住
宅
再
建
支
援
制
度

や
医
療
費
減
免
制
度
を
要

望
。医
療
機
関
向
け
に
は
、

る
。

　

大
阪
府
内
を
巡
れ
ば
、

今
も
屋
根
を
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
で
覆
っ
た
ま
ま
の
家
屋

が
多
い
。
工
事
業
者
の
供

給
が
追
い
付
か
な
い
問
題

も
あ
る
が
、
経
済
的
理
由

で
修
理
に
踏
み
出
せ
な
い

被
災
者
に
背
を
向
け
る
な

口腔内健康が重要だとい
う認識が広がっていると
話す高橋氏＝９月30日、
Ｍ＆Ｄホール　　　　　


